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お
花
見
の

シ
ー
ズ
ン
が

や

っ

て

き

た
。
今
年
の

桜
の
開
花
予

想
は
東
京
が

３
月
２１
日
、

大
阪
が
２５
日
と
全
国
的
に

平
年
よ
り
少
し
早
い
開
花

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ひ

と
昔
前
ま
で
会
社
の
花
見

の
場
所
取
り
に
は
熾
烈
な

争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
中
に
は
シ
ー
ト
を
広

げ
て
徹
夜
で
場
所
を
確
保

す
る
会
社
も
あ
っ
た
が
、

最
近
は
そ
う
し
た
企
業
は

減
っ
て
い
る
▼
ホ
ッ
ト
ペ

ッ
パ
ー
グ
ル
メ
外
食
総
研

調
べ
に
よ
る
と
、
今
春
の

花
見
へ
の
参
加
回
数
の
見

込
み
は
、
「
前
年
並
み
」

が
過
去
７
年
で
年
々
増
加

し
、
今
年
が
過
去
最
多
と

な
っ
た
。
一
方
、
増
加
派

は
６
年
連
続
で
減
少
し
て

い
る
。
１
人
１
回
当
た
り

の
想
定
予
算
は
「
２
千
円

未
満
」
（
３０
・
４
％
）
が

最
多
で
、
平
均
予
算
は
２

千
３
５
１
円
と
２
年
ぶ
り

に
減
少
し
た
▼
花
見
の
相

手
も
家
族
・
親
族
関
係
と

友
人
・
知
人
関
係
が
と
も

に
２０
％
で
最
多
と
な
り
、

企
業
の
花
見
は
減
っ
て
い

る
。
満
開
の
桜
の
下
で

も
、
会
社
内
の
話
し
に
花

を
咲
か
せ
る
の
は
御
免
こ

う
む
り
た
い
社
員
は
多
い

は
ず
だ
▼
働
き
方
改
革
に

よ
る
政
府
の
後
押
し
も
あ

り
、
多
く
の
企
業
が
長
時

間
労
働
の
是
正
に
動
き
出

し
て
い
る
。
会
社
ぐ
る
み

の
花
見
の
時
間
は
残
業
に

な
る
の
か
な
ど
の
論
争
も

出
そ
う
だ
。

全
国
生
産
量
の
７
割
以
上
を

占
め
る
２
大
産
地
の
摘
採
面
積

は
、
静
岡
が
１
万
５
千
１
０
０

ha
（
３
・
３
％
減
）
、
鹿
児

島
が
７
千
９
９
０

ha
（
前
年

並
み
）
と
な
っ
た
。
静
岡
が
大

き
く
マ
イ
ナ
ス
し
て
い
る
の

は
、
生
産
者
の
高
齢
化
が
進
む

一
方
、
中
山
間
地
が
多
い
と
い

う
条
件
か
ら
、
稲
な
ら
コ
ン
バ

イ
ン
に
当
た
る
乗
用
刈
取
り
機

が
使
え
な
い
た
め
、
放
棄
茶
園

が
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

鹿
児
島
は
平
坦
地
が
多
く
乗
用

が
普
及
し
て
い
る
。

２
大
産
地
の
荒
茶
生
産
量

は
、
静
岡
が
３
万
３
千
４
０
０

ｔ
の
８
％
増
、
鹿
児
島
が
２
万

８
千
１
０
０
ｔ
の
６
％
増
。
生

産
量
が
大
き
く
伸
び
た
の
は
、

シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
最
も
生
産

量
の
多
い
一
番
茶
が
、
静
岡
で

１５
％
増
、
鹿
児
島
が
１１
％
増
と

な
っ
た
た
め
。
摘
採
前
の
３
～

４
月
の
平
均
気
温
が
高
く
芽
の

成
長
が
早
ま
り
、
摘
採
期
間
中

も
天
候
に
恵
ま
れ
、
早
場
所
の

終
盤
と
遅
場
所
の
最
盛
期
が
重

な
る
な
ど
し
て
茶
価
の
下
落
も

早
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
生
産

者
は
収
量
を
増
や
し
て
収
入
を

維
持
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
さ

ら
に
収
量
が
増
え
た
こ
と
が
原

因
。
静
岡
で
は
２
割
を
超
え
る

茶
価
の
下
落
が
あ
り
、
１
番
茶

の
影
響
を
受
け
る
２
番
茶
も
安

い
と
判
断
し
摘
採
を
行
わ
な
か

っ
た
生
産
者
は
多
く
、
２
番
茶

の
数
量
ダ
ウ
ン
に
伴
い
シ
ー
ズ

ン
を
通
し
た
生
産
量
が
８
％
増

ま
で
落
ち
た
。
他
の
主
産
県
も

同
様
の
動
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。お

茶
離
れ
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、
今
年
度
の
量
販
店
チ
ャ

ネ
ル
は
５
％
程
度
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
一
方
、
前
述
し
た
よ
う

に
主
産
県
の
数
量
は
６
％
増
で

増
え
て
い
る
。
飲
料
原
料
は
と

も
か
く
、
急
須
で
飲
む
茶
葉
の

在
庫
を
生
産
地
は
大
量
に
抱
え

込
ん
で
い
る
。
今
年
も
３
月
の

気
温
は
高
め
に
推
移
し
、
桜
の

開
花
予
想
も
例
年
よ
り
早
い
。

昨
年
同
様
の
展
開
と
な
れ
ば
、

茶
価
の
暴
落
は
避
け
ら
れ
ず
、

生
産
者
は
温
暖
な
春
に
不
安
を

覚
え
て
い
る
。

な
お
、
主
産
県
と
は
埼
玉
、

静
岡
、
愛
知
、
三
重
、
京
都
、

福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、

宮
崎
、
鹿
児
島
の
１１
府
県
。

流
通
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
大
手
の
サ
イ
バ
ー
リ
ン
ク
ス
（
本
社
・
和
歌
山
市
、
村
上
恒
夫
社
長
）
が
提
供
す
る
小

売
業
向
け
ク
ラ
ウ
ド
Ｅ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
急
増
し
て
い
る
。
小
売
業
の
自
社
Ｅ
Ｄ
Ｉ
書
式
を
流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の

業
界
標
準
書
式
に
変
換
し
、
企
業
間
で
や
り
取
り
で
き
る
仕
組
み
で
、
ユ
ー
ザ
ー
数
は
食
品
ス
ー
パ
ー
を
中
心
に
こ

の
ほ
ど
２
５
０
社
を
突
破
し
た
。

小
売
業
界
で
は
Ｊ
手
順
の

従
来
型
Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
型
の
流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
に

切
り
換
え
る
動
き
が
活
発
化

し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
あ

る
の
が
小
売
を
取
り
巻
く
税

制
お
よ
び
通
信
環
境
の
変
化

だ
。
今
年
１０
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
軽
減
税
率
制
度
の
導

入
に
際
し
て
は
、
企
業
に
複

雑
な
仕
入
税
額
控
除
方
式

（
１９
年
１０
月
か
ら
区
分
記
載

請
求
書
等
保
存
方
式
、
２３
年

１０
月
か
ら
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
）
へ
の
対
応
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が

複
数
税
率
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の
普
及
を

後
押
し
し
て
い
る
面
は
あ

る
。ま

た
、
東
西
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
２５

年
１
月
ま
で
に
現
行
の
固
定

電
話
回
線
網
を
廃
止
し
、
Ｉ

Ｐ
網
に
切
り
換
え
る
方
針

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｊ
手
順

な
ど
の
従
来
型
通
信
手
順
に

よ
る
企
業
間
Ｅ
Ｄ
Ｉ
は
利
用

で
き
な
く
な
る
。
回
線
移
行

作
業
は
２４
年
１
月
に
始
ま
る

た
め
、
Ｊ
手
順
を
利
用
す
る

す
べ
て
の
小
売
業
は
遅
く
と

も
２３
年
末
ま
で
に
Ｅ
Ｄ
Ｉ
環

境
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
型
の

流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
に
改
め
る
必
要

が
あ
る
。

し
か
し
、
全
体
最
適
型
の

流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
は
通
信
手
順
に

加
え
発
注
・
出
荷
案
内
等
の

書
式
も
統
一
さ
れ
て
い
る
。

自
社
書
式
か
ら
標
準
書
式
へ

の
移
行
に
際
し
て
は
、
基
幹

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
社
内
業
務

の
見
直
し
が
必
須
と
な
る
。

こ
の
こ
と
を
理
由
に
導
入
に

二
の
足
を
踏
む
企
業
も
多

い
。書

式
変
換
機
能
付
き
の
ク

ラ
ウ
ド
Ｅ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

は
、
こ
の
課
題
を
合
理
的
に

解
決
す
る
も
の
。
小
売
が
自

社
書
式
で
作
成
し
た
発
注
デ

ー
タ
等
を
流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の
書

式
に
変
換
し
て
仕
入
先
に
送

信
で
き
る
ほ
か
、
仕
入
先
が

流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の
書
式
で
作
成

し
た
出
荷
デ
ー
タ
等
を
小
売

は
自
社
書
式
で
受
信
で
き

る
。サ

イ
バ
ー
リ
ン
ク
ス
は
同

サ
ー
ビ
ス
を
１６
年
１２
月
か
ら

「
Ｂ
Ｘ
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｈ
（
ビ
ー
エ

ッ
ク
ス
ノ
ア
）
」
の
名
称
で

開
始
。
流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
へ
の
対

応
ニ
ー
ズ
と
ク
ラ
ウ
ド
活
用

に
よ
る
自
社
シ
ス
テ
ム
資
産

の
軽
量
化
ニ
ー
ズ
を
追
い
風

に
、
導
入
社
数
を
急
速
に
広

げ
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
は
数

店
規
模
の
中
小
ス
ー
パ
ー
か

ら
地
域
シ
ェ
ア
の
高
い
有
力

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ス
ー
パ
ー
ま

で
さ
ま
ざ
ま
だ
。
個
別
書
式

へ
の
対
応
負
担
を
削
減
で
き

る
こ
と
か
ら
、
受
け
側
に
位

置
す
る
食
品
卸
な
ど
の
評
価

も
高
い
。

た
だ
し
、
高
度
な
変
換
機

能
の
活
用
に
よ
り
、
標
準
化

を
視
野
に
入
れ
た
基
幹
シ
ス

テ
ム
の
刷
新
や
業
務
フ
ロ
ー

の
見
直
し
に
遅
れ
が
生
じ
る

恐
れ
も
あ
る
。
今
後
、
小
売

業
が
国
内
人
口
の
減
少
に
よ

る
減
収
リ
ス
ク
と
人
手
不
足

を
克
服
し
て
い
く
た
め
に

は
、
複
数
社
に
よ
る
後
方
部

門
の
集
約
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
化
が
有
効
と
み
ら
れ
る

が
、
そ
れ
に
は
部
分
最
適
型

の
旧
シ
ス
テ
ム
・
旧
業
務
フ

ロ
ー
の
見
直
し
が
欠
か
せ
な

い
。
Ｃ
Ｇ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
や
サ

イ
バ
ー
リ
ン
ク
ス
は
既
に
ス

ー
パ
ー
向
け
の
共
同
利
用
型

ク
ラ
ウ
ド
基
幹
シ
ス
テ
ム
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
活
用
を
含
め
、
小
売
業
は

中
長
期
の
シ
ス
テ
ム
戦
略
を

早
急
に
固
め
る
必
要
が
あ
り

そ
う
だ
。

消
費
者
委
員
会
食
品
表
示

部
会
は
１３
日
、
遺
伝
子
組
換

え
表
示
制
度
の
改
正
に
つ
い

て
答
申
案
を
ま
と
め
、
消
費

者
庁
か
ら
審
問
さ
れ
た
改
正

案
を
了
承
し
た
。

改
正
案
で
は
、
分
別
生
産

流
通
管
理
を
適
切
に
行
っ
た

上
で
、
現
行
の
任
意
表
示
で

認
め
ら
れ
て
い
る
「
遺
伝
子

組
換
え
で
な
い
」
表
示
が
認

め
ら
れ
る
条
件
を
、
現
行
の

５
％
以
下
か
ら
不
検
出
に
厳

格
化
す
る
。

部
会
で
は
、
改
正
案
を
適

当
と
し
た
上
で
、
新
た
な
公

定
検
査
法
の
早
期
確
立
お
よ

び
、
そ
れ
に
伴
う
新
制
度
で

の
監
視
方
法
の
公
表
、
遺
伝

子
組
換
え
食
品
の
安
全
性
や

表
示
制
度
の
理
解
度
を
深
め

る
た
め
の
普
及
啓
発
推
進
な

ど
、
制
度
改
正
に
当
た
っ
て

の
懸
念
や
留
意
点
を
付
帯
意

見
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
で

了
承
し
た
。

な
お
、
新
た
な
公
定
検
査

法
に
つ
い
て
、
消
費
者
庁
で

は
今
年
度
（
１８
年
度
）
中
に

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
来
年
度

（
１９
年
度
）
に
大
豆
の
検
査

法
確
立
を
目
指
す
。
科
学
的

検
証
の
条
件
と
な
る
公
定
検

査
法
確
立
か
ら
一
定
の
準
備

期
間
を
経
て
、
２
０
２
３
年

４
月
以
降
に
製
造
さ
れ
る
製

品
は
、
新
た
な
遺
伝
子
組
換

え
表
示
制
度
で
の
表
示
と
な

る
。

日
本
ア
ク
セ
ス
は
物
流
マ

テ
ハ
ン
投
資
を
加
速
す
る
。

２
月
に
山
口
支
店
の
常
温
エ

リ
ア
に
通
過
型
の
一
括
物
流

向
け
で
は
初
の
シ
ャ
ト
ル
ラ

ッ
ク
（
高
速
立
体
仕
分
け
シ

ス
テ
ム
）
を
導
入
。
二
次
導

入
を
経
て
Ｇ
Ｗ
明
け
に
実
運

用
に
移
行
し
、
入
庫
・
仕
分

け
の
省
力
効
果
並
び
に
ス
ペ

ー
ス
削
減
効
果
の
検
証
を
行

う
。続

い
て
今
年
９
月
に
埼
玉

支
店
冷
凍
エ
リ
ア
に
中
低
回

転
商
品
を
対
象
と
す
る
ケ
ー

ス
自
動
倉
庫
を
導
入
す
る
ほ

か
、
同
じ
埼
玉
地
区
で
冷
蔵

品
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
た

食
品
卸
初
の
新
鋭
マ
テ
ハ
ン

を
採
用
す
る
。
８
日
に
同
社

の
物
流
委
託
先
関
係
者
を
集

め
て
都
内
で
行
わ
れ
た
会
合

で
取
締
役
常
務
執
行
役
員
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
管
掌
の
宇
佐

美
文
俊
氏
が
発
表
し
た
。

同
社
は
１８
年
度
を
起
点
と

す
る
中
期
３
か
年
計
画
の
期

間
中
に
６０
億
円
規
模
の
物
流

マ
テ
ハ
ン
投
資
を
予
定
。
庫

内
の
機
械
化
と
昨
年
２
月
に

汎
用
セ
ン
タ
ー
へ
の
導
入
を

開
始
し
た
入
荷
管
理
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
入
荷
業
務
の
省
力

化
に
よ
り
、
庫
内
作
業
量
を

最
大
２２
％
削
減
す
る
方
針

だ
。そ

の
背
景
に
は
人
手
不
足

に
伴
う
物
流
費
の
高
騰
が
あ

る
。
今
期
の
物
流
委
託
業
者

か
ら
の
値
上
げ
要
請
額
は
６５

億
円
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ

を
全
面
的
に
受
け
入
れ
た
場

合
、
連
結
経
常
利
益
（
１７
年

度
１
９
３
億
円
）
の
３
分
の

１
が
吹
き
飛
ぶ
計
算
に
な

る
。そ

の
回
避
に
向
け
、
１８
年

度
は
委
託
業
者
と
連
携
し
た

業
務
改
善
や
物
流
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
対
価
の
見

直
し
な
ど
を
強
力
に
推
進
。

慢
性
赤
字
と
な
っ
て
い
た
特

定
外
食
チ
ェ
ー
ン
向
け
の
一

括
物
流
サ
ー
ビ
ス
で
リ
ー
ド

タ
イ
ム
の
緩
和
（
受
注
締
め

を
納
品
前
日
か
ら
納
品
前
々

日
に
変
更
）
に
踏
み
切
る
な

ど
、
得
意
先
と
の
調
整
も
進

展
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
計
画
２
年

目
の
１９
年
度
は
マ
テ
ハ
ン
投

資
に
よ
る
庫
内
省
力
化
を
一

挙
に
加
速
す
る
。
特
に
埼
玉

支
店
で
は
冷
凍
品
の
売
上
げ

に
占
め
る
中
低
回
転
商
品
の

割
合
が
３０
％
未
満
と
小
さ
い

の
に
対
し
、
庫
内
荷
役
コ
ス

ト
に
占
め
る
当
該
商
品
の
割

合
が
５０
％
に
達
し
て
お
り
、

ケ
ー
ス
自
動
倉
庫
の
導
入
に

よ
る
コ
ス
ト
改
善
効
果
が
大

き
い
と
み
ら
れ
る
。
国
分
グ

ル
ー
プ
も
昨
年
５
月
に
立
ち

上
げ
た
川
口
流
通
セ
ン
タ
ー

（
埼
玉
県
川
口
市
）
で
低
回

転
商
品
向
け
の
冷
凍
自
動
倉

庫
を
採
用
し
て
お
り
、
今
後

は
同
様
の
マ
テ
ハ
ン
投
資
が

食
品
卸
全
体
で
進
む
可
能
性

が
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

６
年
１
月
２３
日
生
ま
れ
、
東

京
都
出
身
、
早
稲
田
大
学

卒
。
８９
年
４
月
日
新
製
糖
入

社
、
２
０
１
３
年
財
務
部

長
、
１６
年
執
行
役
員
総
合
企

画
部
長
・
財
務
部
担
当
を
経

て
、
１７
年
か
ら
取
締
役
執
行

役
員
総
合
企
画
部
長
・
財
務

部
担
当
。

６
月
株
主
総
会
以
降
の
体

制
は
次
の
通
り
。

洋
一
社
長
が
会
長
に
、
森
田

裕
取
締
役
が
新
社
長
に
就
任

す
る
。
ま
た
、
組
織
機
構
の

変
更
で
生
産
本
部
を
新
設
す

る
。森

田
裕
新
社
長
は
１
９
６

日
新
製
糖
は
１２
日
、
ト
ッ

プ
交
代
を
発
表
し
た
。
樋
口

森
田
新
社
長

代
表
取
締
役
会
長
、
樋
口

洋
一
▽
代
表
取
締
役
社
長
、

森
田
裕
▽
取
締
役
、
大
久
保

亮
▽
社
外
取
締
役
、
飯
塚
佳

都
子
▽
同
、
池
原
元
宏
▽

同
、
小
西
正
人

▽
常
勤
監
査
役
、
川
口
多

津
雄
▽
社
外
監
査
役
、
延
増

拓
郎
▽
同
、
和
田
正
夫

▽
執
行
役
員
社
長
、
森
田

裕
▽
専
務
執
行
役
員
事
業
開

発
部
担
当
、
森
永
剛
司
▽
同

総
合
企
画
部
・
人
事
部
・
総

務
部
担
当
、
大
久
保
亮
▽
常

務
執
行
役
員
営
業
本
部
長
、

�
野
義
二
▽
同
総
務
部
長
、

飯
塚
裕
之
▽
執
行
役
員
生
産

本
部
今
福
工
場
長
、
砂
坂
静

則
▽
同
人
事
部
長
、
柴
田
弥

▽
同
生
産
本
部
長
・
品
質
保

証
部
・
お
客
様
相
談
室
担

当
、
佐
々
木
洋
治
▽
同
総
合

企
画
部
長
、
山
口
康
雄
▽
同

品
質
保
証
部
長
、
中
村
泰
之

▽
同
ツ
キ
オ
カ
フ
ィ
ル
ム
製

薬
代
表
取
締
役
社
長
、
飯
倉

聡
▽
同
営
業
本
部
副
本
部

長
、
三
枝
恵

�
�
�
�
�
�
�

サイバーリンクス
クラウドＥＤＩ

利
用
小
売
２５０
社
超
に

高
ま
る
流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
変
換
需
要

背
景
に
税
制
・
通
信
環
境
変
化

遺遺
伝伝
子子
組組
換換
ええ
表表
示示
改改
正正
案案

食
品
表
示
部
会
で
了
承

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
新
制
度
へ

日新製糖トップ交代

森田取締役が社長就任

樋口社長は会長へ

物
流
機
械
化
を
加
速

人
手
不
足
で�
待
っ
た
な
し
�
日本アクセス

３０年荒茶生産量������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
主主産産県県はは６６％％増増

温
暖
な
春
に
不
安
覚
え
る
生
産
者

静岡
3万3,400t
（41％）

鹿児島
2万8,100t
（34％）

三重
6,240t
（8％）

宮崎
3,800t
（5％）

その他
9,960t
（12％）

平成30年産
荒茶生産量
8万1,500t
（100％）

農
林
水
産
省
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
３０
年
産
茶
主
産
地
の
摘

採
面
積
、
荒
茶
生
産
量
な
ど
を
発
表
し
た
。
摘
採
面
積
は
３

万
３
千
３
０
０

ha
（
前
年
比
１
％
減
）
、
荒
茶
生
産
量
は
８

万
１
千
５
０
０
ｔ
（
６
％
増
）
だ
っ
た
。
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「
カ
ゴ
メ
名
古
屋
支
店

今
期
の
方
針
」

（
中
部
版

５
面
）

「
Ｒ
Ｔ
Ｄ

２
ケ
タ
伸
長
、
快
走
が
続
く
」

（
酒
版

８
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容

�１� ２０１９年（平成３１年）３月１５日 金曜日（月・水・金曜日発行）第９７５７号 （昭和２２年１月３０日第３種郵便物認可）


